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令和元年、９、２６ 

富岡保育園 

年中クラス 

  №５ 

 保育指針に、この時期の子どもの特徴として「子どもたちも全身のバランスをと 

る能力が発達し、体も部分がかなり自分の意のままに使えるようになり、体の動き 

が巧みになる。内面的の発達もみられ、見られている自分に気づき、自意識が芽生 

えてくる。目標をたてて行動するようになるので、自分の思ったようにいかないの 

ではないかと不安があったり、つらくなったりなどの葛藤を体験する。そんな中で 

他人の心や立場を気づかう感受性を持つことができるようになり、他人にも目にみ 

えない心があることを実感し、身近な人の気持ちがわかるようになり、情緒が一段 

と豊かになる」とありますが、この運動会に向けての活動を通しても、その姿がよ 

く見える場面がたくさんありました。体を動かすことは大好きな子ども達です。登 

ったり、滑ったり、鉄棒をしたり、鬼ごっこで走る姿も随分たくましく感じられま 

す。その反面、「上手くできなかったらどうしよう・・・」という気持ちの葛藤も見 

ることがありました。 

鉄棒にしても、なかなかしようとしなかった子もいましたが、ある日「ぶたのま

るやき」ができるようになると大喜びで、お迎えの時にお母さんやおばあちゃんに

見せていました。この「できた」と言う喜びはヤル気にもつながります。それから

は誘わなくても鉄棒にやってきてぶら下がっています。そのうち足をかけて回るこ

とができ、前回りにも挑戦しようとしています。はじめの１歩の「できた」のあの

子の笑顔は忘れられません。 

 かけっこでも競争心むき出しで走っています。勝てばうれしいけど、負けると悔

しいのです。泣いたり、怒ったり、次に走るときは走らないという子もいました。

また、泣いている子を気づかってくれる友だちもいました。できたことを一緒に喜

んでくれる友だちもいました。いろんな思いを友だちと一緒に経験しながら「心の

一等賞」を目指して頑張っています！ 

年中になり、年長さんとのダンスや玉入れ、綱引き、リレーもあります。どの種

目にも子どもたちの頑張りがみえる場面がたくさんあります。昨年よりも一回り大

きくなった子ども達がまぶしいくらいです。 

当日は大好きなお父さんやお母さんご家族の応援でますます張り切ってくれること

でしょう。たくさんの拍手で応援してあげてください。そしていっぱい誉めてあげ

てください。 

プログラム４ 徒競走「よーいどんけつ 1 等賞」 

 今年も「心の一等賞」を心にとめて、かけっこを楽しんできました。 

「１番でも、２番でも３番でも最後まで一生懸命走った人は心の一等賞です。最後まであきらめ

ない事が大切です。 

心の一等賞はみんながもらえます。運動会、がんばりましょうね。」赤尾先生のお話を子どもたち

はとてもよく聞いていました。かけっこは大好きで、毎日のように「きょう、かけっこする？」

と訊いていました。子どもたちの走りっぷりにたくさんの応援お願いします。 

プログラム１３ 親子コーチ「走って とんで スキップしてＧＯ！」 

月に一度の岡田先生の運動遊びがだいすきな子どもたちです。今日はその中の面白かった動き 

を少し使ってみましたので、一緒に楽しんでください。保護者の方どちらかお一人の参加です。 

子どもと親と別々にスタートします。親は応援席側のトラックを使います。 

子どもは本部席側のトラックを使います。 

① 3 組ずつスタートします。 

② まずはマーカーが３つ置いてあるので、おしりでタッチしながら進みます。 

③ フープ 3 つをケンケンでとびます。 

④ スキップして進みます。 

⑤ コーンが置いてあるところで、子どもと出会います。 

おんぶしてトラックの中央をはしってゴールです。 

※親と子ではすることがちょっと違いますが、怪我をしないように慌てずに参加してください。 

 

 

 

 

 他にふれあい会の方との玉入れや綱引き、おじいちゃんやおばあちゃんと一緒に大玉ころ 

がしと年中になると出場する種目も増えます。 

子どもたちは綱引きができるとわかると「やったー」と飛び上がり、玉入れするよと誘うと

「いえーい」と盛り上がり、楽しいことばかりで喜んでいます。 

地域の方や家族の方々と思いっきり楽しめるプログラムになっていますので、こちらも楽し

みにしていてください。 

 

 



 

 

 

    おねがい 

※帽子は、今日からこちらで預かっています。 

水筒、肩掛けタオルは、名前が分かるようにして持たせてください。 

※午後一番のプログラム 年中・年長の遊戯の際は、衣装 

 に着替えます。体操服の間違いを防ぐために、必ず 

はっきりと記名をしておいてください。 それと、下は白のズボン 

をはきます。ゴムのゆるいパンツや長めのものは、ズボンからはみ出 

すことがありますので、注意してください。 

※昼食を食べた後は、必ずおうちの人と一緒にトイレを 

済ませて早目に応援席に戻ってきてください。 

○年中は出番も多くなります。ここで、おうちの方にお願いしたいのは、いつものことながら

「早寝早起き朝ごはん」です。本番まで体調は万全にして迎えたいものです。 

よろしくお願いします。 

 ※10 月６日(日)富岡地区町民体育大会です。年中・年長児は、運動会で踊ったダンスで参加し

ます。もし、都合が悪くて町民体育大会に参加できない場合は早めにお知らせください。 

午前 8:30 富岡小学校体育館に集合 出演プログラム 1 番 9:00 頃です。 

プログラム１７ 遊戯「パラダイス行進曲」 

          「どっこい わっしょい」 

 

年長さんと一緒に踊ります。始めの「パラダイス行進曲」は年長さんのバルーン 

です。その後、太鼓の音と共にかっこよく年中が登場します。 

「どっこいわっしょい」の曲は元気のいい曲で、年中にもぴったり、子ども達もす 

ぐに覚えて楽しく踊っていました。隊形移動もたくさんありますが、よく理解して 

います。そしてはりきって踊っています。 

 ・ゾウ組は、応援席側を見て踊ります。 

 ・らいおん組は、本部席側を見て踊ります。 

 

バルーン後、年中だけで登場しますが、途中、年長も合流します。その際、場所 

も移動しますが、向きは同じで、変わりません。 

スクエア型にも最後のほうで移動があります。背の順になっているので、大半は小 

さい年中が動きます。ゾウ組はステージ側にらいおん組は玄関側に行きますが、そ 

れはほんのしばらくの間で、最後体育館中央にあつまってポーズを決めます。 

お見逃しなくお願いします。 

 

プログラム２１ リレー 

 初めてのリレー、練習し始めの時は途中走らなかったり、何周も走ったり、2 周 

走るのですが 1 周で終わったり、バトンをボトボト落としていったり、違う子に渡 

したりと、ハチャメチャな感じでありましたが、子ども達はリレーが大好き。 

毎日ほんとよく走りました。当日もどうなることかと思いますが、子どもたちが力 

走することは、間違いなし。温かい応援をお願いします。 

 

 

 

 

 

  

楽しい作品ができました。子どもたち一人一人、自分を描いています。洋服も好きな色

を選んで貼ったつもりですが絵の具を使うと、また、その服の上を丁寧にぬっていました。

楽しそうに描いており、子どもたち伸び伸びした表現が大好きです。 

それと、ひまわりを作りました。春に植えたひまわりは何度もやってくる大雨や強風に

倒れながらも、お盆には可愛らしい花を咲かせていました。ちょっと元気がないかな・・？

とも思いましたが大きくなったひまわりに喜んだ子どもたちです。入場門のひまわりはと

っても元気よく、年中の子どもたちのようです。ぜひ、入場門も見てください。 

入退場門は年中児共同製作です 


